
②周知の埋蔵文化財包蔵地内

⑥千葉県教育委員会からの指示

⑩現状保存 ⑪本調査

④文化財保護法第93条の届出提出　※工事着工予定日の60日前までに提出してください。

⑤発掘調査についての協議

※上記のフローはあくまでも一般的な事例を指しますので、個々の事案については別
途、協議が必要となります。

※左記の保護層が設けられない場合に必
要。調査期間及び調査費用を負担して調査
を実施する。（事業者負担）

※調査開始前に遺跡から発見される遺構の
深さや正確な期間をお知らせすることが難し
いのが実情です。この期間は、工事ができ
ませんので事業計画の工期設計にあたって
はご注意ください。

⑫現場作業終了

⑭整理・報告書作成作業
※引き続き整理作業等に
入りますが、現場について
は工事が着手できます。

埋蔵文化財発掘調査の流れ

⑦確認調査　※敷地面積全体の10％程度を掘削。

⑨遺構等なし　※⑬へ

⑬工事着工

①事業者から市川市教育委員会への照会

⑧遺構等あり（竪穴住
居跡が代表的なもので
す。）

※遺構確認面より30cm程度の保護
層を設けられる。
工事の設計変更により、遺跡を壊さ
ない計画にする。
　→建物位置の変更
　　 掘削深度の変更や盛土

※古い家屋の解体や樹木の伐採など発掘調査に入
るための環境整備は事業者の負担となります。

③包蔵地外　※⑬へ



※保護層について（模式図）

→　地表面

→　建物基礎等

30cm程度   可→⑩現状保存　不可→⑪本調査 →　保護層（土層）

→　遺構確認面（地山）

※地表面から遺構確認面までの深さは、場所によって異なるため、一定ではありません。

＜連絡先＞
〒272-0837
市川市堀之内2-27-1(市川歴史博物館１階）
市川市教育委員会　考古博物館　文化財グループ
TEL:047-701-8399
FAX:047-372-5770

遺構（竪穴住居跡等） 


	埋蔵文化財フロー

